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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を構成する内視鏡構成部材に設けられ、漏水検査装置から延出する管路が接続さ
れる口金本体と、前記口金本体内に設けられる弁体と、を備える内視鏡通気口金において
、
　前記弁体に、内視鏡外部の圧力が内視鏡内部の圧力より高い状態、及び、内視鏡内部の
圧力が内視鏡外部の圧力より高い状態において、内視鏡の内外を連通させ、内視鏡外部の
圧力と内視鏡内部の圧力とを同圧とするときに水密を保持する連通機構であって、
　前記連通機構は、
　前記弁体の長手軸方向に設けられた第１通気孔と、
　前記第１通気孔の周囲に少なくとも１つ設けられた第２通気孔と、
　前記第１通気孔内に摺動自在に配置される棒体と、
　前記棒体の一端側に設けられ、内視鏡外部の圧力が内視鏡内部の圧力より高い状態及び
前記内視鏡外部の圧力と内視鏡内部の圧力とが同圧である状態において前記第１通気孔の
内視鏡外部側開口を閉塞する第１弁部材と、
　前記棒体に摺動自在に配置され、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力より高い状態及
び前記内視鏡外部の圧力と内視鏡内部の圧力とが同圧である状態において前記第２通気孔
の内視鏡内部側開口を閉塞する第２弁部材が一面側に設けられる押圧リングと、
　前記押圧リングの他面側に一面側が当接配置され、前記棒体の他端側に固設された環状
の保持部材の一面側に他面側が配置されて、前記棒体及び前記押圧リングを予め定め力量
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で付勢する付勢部材と、
　を具備することを特徴とする内視鏡通気口金。
【請求項２】
　前記連通機構は、
　前記弁体の長手軸方向に設けられた弁体貫通孔と、
　前記貫通孔の内視鏡外部側開口に設けられた雌ネジ部を有し、該貫通孔の径寸法より大
径な凹部の底面に配置される多孔質膜部材と、
　前記凹部に螺合固定されて前記多孔質膜部材を固定保持する、前記多孔質膜を通じて前
記弁体貫通孔に連通する固定部材貫通孔を有する、固定部材と、
　を具備することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡通気口金。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に設けられた内視鏡通気口金に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、胃、大腸などの体管内に挿入される挿入部と、この挿入部の基端側に設けら
れた操作部と、この操作部の側部から延出するユニバーサルコードとを備えて主に構成さ
れている。ユニバーサルコードの基端部には内視鏡コネクタが設けられている。内視鏡コ
ネクタは、光源装置、カメラコントロールユニット等、外部装置に接続される。
【０００３】
　内視鏡の操作部、或いは、内視鏡コネクタには、漏水検査の際に挿入部及び操作部等の
内視鏡内部に空気を送気するための通気口金が設けられているものがある。通気口金は、
通常閉塞状態であって、漏水検査の際、気体を供給する漏水検査装置から延出する管路を
接続することによって開放され、送気を行って加圧することによって水密試験を行える。
【０００４】
　また、通気口金には内視鏡内部を大気に開放する連通キャップが着脱自在である。連通
キャップは、内視鏡を陰圧下に放置する際、例えば内視鏡を滅菌処理する、或いは、内視
鏡を航空機輸送する場合等において、湾曲部の外周を構成する湾曲ゴム等が膨張されて破
裂することを防止するために装着される。　
　しかし、連通キャップを付け忘れることによって湾曲ゴム等が膨張し、破裂する虞れが
ある。
【０００５】
　特許文献１には、内視鏡を陰圧下に放置する際、連通キャップを付け忘れても膨張、破
裂を防止できる内視鏡装置が示されている。この内視鏡装置においては、内視鏡に、圧力
調整部として内視鏡の外部の圧力が内視鏡内部の圧力より低いときに開いて内視鏡内外を
連通する、逆止弁を設けている。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】２００４－２１６１７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、滅菌処理終了後、内視鏡内部空間は、陰圧である。このため、特許文献
１の内視鏡においても、滅菌処理の際、逆止弁を有する口金に圧力を調整するための開放
キャップを取り付け、滅菌処理終了後、開放キャップを取り外す際に弁を押し下げて内視
鏡内部を大気に対して開放して内視鏡内部圧力と大気圧とを略同圧に戻すようにしていた
。
【０００８】
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　したがって、作業者は、開放キャップを付け忘れた場合、滅菌処理終了後に陰圧の内視
鏡内部を大気に開放するために開放キャップを取り付け、取り外す必要が生じる。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、外部の圧力が内視鏡内部の圧力よりも
低いときに内視鏡内外を連通するとともに、外部の圧力が内視鏡内部の圧力より高いとき
にも内視鏡内外を連通する内視鏡通気口金を提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡通気口金は、内視鏡を構成する内視鏡構成部材に設けられ、漏
水検査装置から延出する管路が接続される口金本体と、前記口金本体内に設けられる弁体
と、を備える内視鏡通気口金において、前記弁体に、内視鏡外部の圧力が内視鏡内部の圧
力より高い状態、及び、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力より高い状態において、内
視鏡の内外を連通させ、内視鏡外部の圧力と内視鏡内部の圧力とを同圧とするときに水密
を保持する連通機構であって、前記連通機構は、前記弁体の長手軸方向に設けられた第１
通気孔と、前記第１通気孔の周囲に少なくとも１つ設けられた第２通気孔と、前記第１通
気孔内に摺動自在に配置される棒体と、前記棒体の一端側に設けられ、内視鏡外部の圧力
が内視鏡内部の圧力より高い状態及び前記内視鏡外部の圧力と内視鏡内部の圧力とが同圧
である状態において前記第１通気孔の内視鏡外部側開口を閉塞する第１弁部材と、前記棒
体に摺動自在に配置され、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力より高い状態及び前記内
視鏡外部の圧力と内視鏡内部の圧力とが同圧である状態において前記第２通気孔の内視鏡
内部側開口を閉塞する第２弁部材が一面側に設けられる押圧リングと、前記押圧リングの
他面側に一面側が当接配置され、前記棒体の他端側に固設された環状の保持部材の一面側
に他面側が配置されて、前記棒体及び前記押圧リングを予め定め力量で付勢する付勢部材
と、を具備する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、外部の圧力が内視鏡内部の圧力よりも低いときに内視鏡内外を連通す
るとともに、外部の圧力が内視鏡内部の圧力より高いときにも内視鏡内外を連通する内視
鏡通気口金を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】通気口金を内視鏡コネクタに備える内視鏡と、カメラコントロールユニットとを
備える内視鏡装置を説明する図
【図２】通気口金の構成、及び通気口金の作用を説明する図であって内視鏡外部圧力と内
視鏡内部圧力とが略同圧である状態における第１弁部材と第２弁部材とを説明する図
【図３】通気口金の作用を説明する図であって内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力より
高い状態における第１弁部材と第２弁部材とを説明する図
【図４】通気口金の作用を説明する図であって内視鏡外部の圧力が内視鏡内部の圧力より
高い状態における第１弁部材と第２弁部材とを説明する図
【図５】他の構成の弁体を備える通気口金の構成及び作用を説明する図
【図６】第１弁部材と第２弁部材と多孔室膜部材とを備える通気口金の構成及びその作用
を説明する図
【図７】第１弁部材及び第２弁部材の動作と通気口金の作用の関係を説明する図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１に示すように内視鏡装置１は、内視鏡２と、外部装置である例えばカメラコントロ
ールユニット（以下、ＣＣＵと記載する）３と、モニタ（不図示）と、を有して構成され
る。
【００１４】
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　内視鏡２は、挿入部４と、操作部５と、ユニバーサルケーブル６と、を有して構成され
ている。挿入部４は、観察対象部位へ挿入される細長な長尺部材である。挿入部４は、先
端部７と、湾曲部８と、可撓管部９とを連設して構成されている。
【００１５】
　操作部５は、把持部５ａを備え、把持部５ａは挿入部４の基端部に連設している。操作
部５には、湾曲操作部１１、各種スイッチ１２、送気送水ボタン１３、吸引ボタン１４な
どが設けられている。
【００１６】
　湾曲操作部１１は、湾曲部８の湾曲操作を行うための例えば上下操作ノブ１１ａ及び左
右操作ノブ１１ｂを有している。スイッチ１２は、例えば、レリーズスイッチ、フリーズ
スイッチ、及び、通常観察と蛍光観察との切替を行うための観察モード切替スイッチ等で
ある。なお、符号１５は処置具挿入口である。
【００１７】
　ユニバーサルケーブル６は、操作部５の側部より延出している。ユニバーサルケーブル
６の端部には内視鏡コネクタ１６が設けられている。内視鏡コネクタ１６からは信号伝達
ケーブル１７が延出されている。ケーブル端部にはＣＣＵ３に着脱自在な電気コネクタ１
８が設けられている。本実施形態において、内視鏡構成部材である内視鏡コネクタ１６の
外表面には通気口金２０が設けられている。　
　なお、通気口金２０を内視鏡構成部材である操作部５の外表面に設ける構成であっても
よい。
【００１８】
　図２－図４を参照して通気口金２０の構成及び作用を説明する。　
　図２に示すように通気口金２０は、内視鏡コネクタ１６が取り付けられる口金本体２１
と、口金本体２１内に設けられる回転リング２２、摺動部材２３、弁体２４、軸体２５、
第１弁部材２６、第２弁部材２７、押圧リング２８、保持部材２９、及びコイルスプリン
グ３０と、を備えて主に構成されている。弁体２４、軸体２５、第１弁部材２６、第２弁
部材２７、押圧リング２８、保持部材２９、及びコイルスプリング３０は、連通機構を構
成する。
【００１９】
　口金本体２１は、段付きパイプであって、内視鏡内部と外部とを連通する段付貫通孔２
１ｈを備えている。太径な一端部は、エアー口金が取り付けられるエアー口金取付部２１
ｃとして構成されている。エアー口金取付部２１ｃの外周面からカムピン３１が突出して
いる。　
　なお、エアー口金は、図示しない漏水検査装置から延出されている管路である送気チュ
ーブの先端に設けられている。カムピン３１は、エアー口金のカム溝に係入される。
【００２０】
　口金本体２１の細径な他端部は、固定部２１ｂである。固定部２１ｂには雄ネジ部が設
けられている。符号３２は、締結用雌ネジである。締結用雌ネジ３２は、内視鏡コネクタ
１６に形成された内視鏡内部と外部とを連通する取付孔１６ｈから突出された固定部２１
ｂに螺合固定される。
【００２１】
　この結果、口金本体２１は、内視鏡コネクタ１６に取り付けられる。　
　符号５１は、第１Ｏリングであって、締結用雌ネジ３２と本体下段部２１ｄとで形成さ
れた周状凹部２１ｆに配置されて、口金本体２１と取付孔１６ｈとの間の水密を保持する
。
【００２２】
　なお、取付孔１６ｈの内視鏡外部側開口（以下、外部開口と略記する）の稜線及び内視
鏡内部側開口（以下、内部開口と略記する）の稜線には、図示は省略しているが、面取り
が施してある。
【００２３】
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　回転リング２２は、環状部材であって、先端部２１ｆに形成された凹部の底面である本
体上段部２１ｕ上に回動自在に配置されている。回転リング２２の内周面側には予め定め
た形状のカム溝２２ｇ１と、周溝２２ｇ２が形成されている。
【００２４】
　周溝２２ｇ２には第２Ｏリング５２が配置される。第２Ｏリング５２は、回転リング２
２と摺動部材２３との間の水密を保持する。
【００２５】
　摺動部材２３は、細長なパイプ形状であって、回転リング２２の貫通孔２２ｈ内及び口
金本体２１の段付貫通孔２１ｈ内に挿通配置される。摺動部材２３の一端部側は、フラン
ジ部２３ｆであって、回転リング２２の一端面に近接または載置される。摺動部材２３は
、口金本体２１に対して図示されていない例えば固定ネジによって一体に固定されている
。
【００２６】
　摺動部材２３の一端部側側面にはカムピンとなる雄ネジ３３の頭部が突出して配置され
る貫通孔で構成された側孔２３ｓが形成されている。一方、摺動部材２３の他端部側面に
は第３Ｏリング５３が配置される周溝２３ｇが形成されている。第３Ｏリング５３は、口
金本体２１と摺動部材２３との間の水密を保持する。
【００２７】
　符号２３Ｓは、収納空間であり、符号２３ｈは連通孔である。　
　連通孔２３ｈは、摺動部材２３の長手軸に沿って形成され、収納空間２３Ｓと他端面側
の外部とを連通する。収納空間２３Ｓには、連通機構を主に構成する弁体２４が摺動自在
に配設され、弁体２４内には軸体２５が摺動自在に設けられている。
【００２８】
　弁体２４は、第１空間２４Ｓ１と第２空間２４Ｓ２とを連通する第１通気孔２４ｈ１及
び第２通気孔２４ｈ２と、ネジ穴２４ｆと、周溝２４ｇと、を備えて主に構成されている
。
【００２９】
　周溝２４ｇには、第４Ｏリング５４が配置される。第４Ｏリング５４は、収納空間２３
Ｓを構成する内面に形成された斜面に密着して摺動部材２３と弁体２４との間の水密を保
持している。
【００３０】
　ネジ穴２４ｆは、雌ネジ部を有し、雄ネジ３３が螺合配置される。ネジ穴２４ｆは、側
孔２３ｓに対向するように弁体２４の外周面に形成されている。
【００３１】
　第１空間２４Ｓ１は、第１通気孔２４ｈ１及び第２通気孔２４ｈ２の外部開口側に設け
られ、斜面を有している。第２空間２４Ｓ２は、第１通気孔２４ｈ１及び第２通気孔２４
ｈ２の内部開口側に設けられ、平面を有している。
【００３２】
　第１通気孔２４ｈ１は、一つであり、軸体２５が摺動自在に配置される。第２通気孔２
４ｈ２は、第１通気孔２４ｈ１の周囲に等間隔、例えば１２０度間隔で３つ形成されてい
る。なお、第２通気孔２４ｈ２の数は、３つに限定されるものでは無く、３つ以下であっ
てもそれ以上であってもよい。
【００３３】
　軸体２５は、一端側にフランジ部２５ｆを備え、フランジ部２５ｆに対設して周溝２５
ｇを構成する周状凸部２５ｂを備えている。周溝２５ｇには第１弁部材２６が配置される
。第１弁部材２６は、Ｏリングであり、第１空間２４Ｓ１の斜面に密着して第１通気孔２
４ｈ１の外部開口側の開口を閉塞する。
【００３４】
　軸体２５の他端部には雄ネジ部２５ｍが設けられている。雄ネジ部２５ｍには保持部材
２９が螺合固定されるようになっている。
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【００３５】
　保持部材２９は、大径部と小径部とを有する凸字形状であって、中央穴を有する。保持
部材２９の凸部にはスプリング３０の他端側が係入配置される。中央穴には雌ネジ部２９
ｆが設けられ、雄ネジ部２５ｍが螺合する。
【００３６】
　第２弁部材２７は、予め定めた厚み寸法で予め定めた弾性力を有するリング形状の弾性
部材である。第２弁部材２７は、第２空間２４Ｓ２の平面に密着して第２通気孔２４ｈ２
の内部開口側の開口を閉塞する。
【００３７】
　第２弁部材２７の中央貫通孔の外径は、第１通気孔２４ｈ１の内径より予め定めた寸法
大径である。この結果、第２弁部材２７によって第１通気孔２４ｈ１の内部開口側の開口
が閉塞されることを防止している。
【００３８】
　押圧リング２８は、大径部と小径部とを有する凸字形状であって、中央貫通孔を有する
。押圧リング２８の凸部にはスプリング３０の一端側が係入配置される。中央貫通孔の外
径は、第１通気孔２３ｈ１の内径より予め定めた寸法大径である。この結果、押圧リング
２８は、軸体２５に対してスムーズに摺動する。　
　なお、第２弁部材２７は、押圧リング２８に例えば接着で一体に固定されている。
【００３９】
　保持部材２９は、軸体２５の他端部が第１通気孔２４ｈ１から突出された状態で、且つ
、突出された軸体２５に第２弁部材２７、押圧リング２８、及びコイルスプリング３０を
摺動自在に配置した状態で螺合される。
【００４０】
　コイルスプリング３０は、保持部材２９の凸部に他端側を配置して押圧リング２８の凸
部に一端側を配置して直立状態に配置されている。そして、コイルスプリング３０の一面
側は、押圧リング２８の太径部の他面側に当接配置され、コイルスプリング３０の他面側
は保持部材２９の太径部の一面側に当接配置されている。
【００４１】
　コイルスプリング３０は、予め定めた付勢力を有して以下に示すように弁部材２６、２
７を動作させるように構成されている。　
　具体的に、内視鏡外部の圧力と内視鏡内部の圧力とが同圧、或いは、該内部と該外部と
が予め定めた圧力差内である場合、図２に示すようにコイルスプリング３０の付勢力によ
って、第１弁部材２６は、第１通気孔２４ｈ１の外部開口側の開口を閉塞し、第２弁部材
２７は第２通気孔２４ｈ２の内部開口側の開口を閉塞した状態になる。この結果、内視鏡
内部と外部とが連通すること無く水密状態に保持される。
【００４２】
　一方、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力より予め設定された圧力より高くなった場
合、図３に示すように第１弁部材２６を有する軸体２５及び軸体２５に一体な保持部材２
９は、コイルスプリング３０の付勢力に抗して押し上げられて、第１通気孔２４ｈ１の外
部開口側の開口が開放される。一方、第２弁部材２７は、コイルスプリング３０の付勢力
によって、第２通気孔２４ｈ２の内部開口側の開口を閉塞した状態に保持される。
【００４３】
　また、内視鏡外部の圧力が内視鏡内部の圧力より予め設定された圧力より高くなった場
合、図４に示すように第２弁部材２７及び押圧リング２８は、コイルスプリング３０の付
勢力に抗して押し下げられて、第２通気孔２４ｈ２の内部開口側の開口が開放される。一
方、第１弁部材２６は、コイルスプリング３０の付勢力によって、第１通気孔２４ｈ１の
外部開口側の開口を閉塞した状態に保持される。
【００４４】
　上述した通気口金２０を備える内視鏡の作用を説明する。　
　本実施形態の通気口金２０を備えている内視鏡２を航空機輸送する場合、連通キャップ
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を装着すること無く内視鏡２を陰圧下に放置したとする。この陰圧下において、内視鏡内
部の圧力が内視鏡外部の圧力より予め設定した圧力より高くなったとしても、上述したよ
うに第１通気孔２４ｈ１の外部開口側の開口が開放されて、湾曲部８の外周を構成する湾
曲ゴム等が膨張されて破裂することが防止される。
【００４５】
　一方、本実施形態の通気口金２０を備えている内視鏡２をガス滅菌（滅菌処理）する場
合において、連通キャップを装着すること無く、内視鏡２をチャンバー内に放置したとす
る。放置された内視鏡２は、チャンバー内圧力が大気圧よりも予め定めた圧力値だけ低い
プレバキューム工程、チャンバー内圧力が大気圧と同程度となるガス滅菌工程、チャンバ
ー内圧力が大気圧よりも予め定めた圧力値だけ低い乾燥工程を経てガス滅菌処理される。
【００４６】
　プレバキューム工程においては、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力より高くなる。
このとき、第１通気孔２４ｈ１の外部開口側の開口だけが開放されて、湾曲部８の外周を
構成する湾曲ゴム等が膨張されて破裂することが防止される。
【００４７】
　ガス滅菌工程においては、内視鏡外部の圧力と内視鏡内部の圧力差は、予め定めた圧力
差内になる。このとき、第１弁部材２６が第１通気孔２４ｈ１の外部開口側の開口を閉塞
し、且つ、第２弁部材２７が第２通気孔２４ｈ２の内部開口側の開口を閉塞する。この結
果、内視鏡内部が水密状態に保持される。
【００４８】
　乾燥工程においては、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力より高くなる。このとき、
第１通気孔２４ｈ１の外部開口側の開口だけが開放されて、湾曲部８の外周を構成する湾
曲ゴム等が膨張されて破裂することが防止される。
【００４９】
　ガス滅菌終了後、内視鏡２は、大気中に放置される。このとき、内視鏡外部の圧力が内
視鏡内部の圧力より高くなる。このとき、第２通気孔２４ｈ２の内部開口側の開口だけが
開放されて、内視鏡内部と外部とが連通されて内視鏡内部圧力と大気圧とが略同圧になる
。
【００５０】
　なお、図示されていないエアー口金を通気口金２０の口金本体２１に取り付ける際、作
業者は、エアー口金のカム溝内にカムピン３１を配置し、口金本体２１をカム溝に沿って
回転させる。すると、弁体２４が摺動部材２３に対して図中上方に移動されて従来の内視
鏡と同様な通気状態、すなわち、第１弁部材２６、第２弁部材２７によって流体の供給が
妨げられること無く水密試験可能状態になる。
【００５１】
　このように、本実施形態の通気口金２０を備えた内視鏡２によれば、連通キャップを装
着すること無く、内視鏡２を陰圧下に放置した場合であっても、湾曲部８の外周を構成す
る湾曲ゴム等が膨張されて破裂することを防止ることができると共に、陰圧下に放置され
た内視鏡２を再び大気中に放置した場合には、内視鏡内部圧力と大気圧とを略同圧にする
ことができる。　
　この結果、キャップの付け忘れによる内視鏡の破損を防止することができると共に、作
業性を向上させて取り扱いが容易になる。
【００５２】
　なお、図５に示すように弁体２４に第２通気孔２４ｈ２を形成する代わりに第２通気孔
２４ｈ３を形成して、内視鏡内部側の開口を平面ではなく側面に設け、その側面に第２弁
部材４２を設けるようにして、上述した実施形態と同様の構成及び作用を得るようにして
もよい。
【００５３】
　具体的に、第２弁部材４２は、第２弁機構部４０に設けられている。第２弁機構部４０
は、円形或いは角形のパイプ部材４１と、第２弁部材４２と、Ｏリング４３と、を備えて
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構成されている。
【００５４】
　パイプ部材４１は、弁体２４の平面に例えば接着によって一体固定される。第２弁部材
４２は、予め定めた厚み寸法で予め定めた弾性力を有するＬ字形状の弾性部材である。第
２弁部材４２は、パイプ部材４１の内面に接着によって一体固定されている。Ｏリング４
３は、パイプ部材４１の当接面と第２通気孔２４ｈ３の開口周りとの間の水密を保持する
。
【００５５】
　図に示すように第２弁部材４２は、通常、弾性力によって実線に示すように第２通気孔
２４ｈ３の内視鏡内部側側面開口を塞ぐように構成されている。そして、第２弁部材４２
は、内視鏡外部の圧力が内視鏡内部の圧力より予め設定された圧力より高くなった場合、
破線に示すように弾性変形されて第２通気孔２４ｈ２の内部開口側の開口が開放される。
　
　この結果、上述した実施形態と同様な作用効果を得ることができる。
【００５６】
　また、図６に示す通気口金２０Ａを構成して、上述した実施形態と同様の構成及び作用
を得るようにしてもよい。なお、上述した実施形態と同様の構成部材には同符号を付して
説明を省略する。
【００５７】
　図６に示すように通気口金２０Ａは、口金本体２１と、口金本体２１内に設けられる回
転リング２２、摺動部材２３、弁体６１、多孔質膜６２、固定部材６３、第１弁部材６４
、及び第２弁部材６５を備えて主に構成されている。
【００５８】
　弁体６１は、段付貫通孔６１ｈと、周溝２４ｇと、を備えて主に構成されている。段付
貫通孔６１ｈは、凹部６１ｈ１と、該凹部６１ｈ１と他端側外部とを連通する連通孔６１
ｈ２とを有している。
【００５９】
　凹部６１ｈ１の底面には、多孔質膜６２が載置され、多孔質膜６２が配設された凹部６
１ｈ１には固定部材６３が例えば螺合によって固定される。連通孔６１ｈ２の他端開口側
には取付部６１ａ、及び逃がし凹部６１ｂが形成されている。
【００６０】
　多孔質膜６２は、液体を透過せず、気体のみが内視鏡の内外を相互に透過できるように
構成されている。多孔質膜６２は、リング形状であって、連通孔６１ｈ２の内径より大径
な径寸法の中央貫通孔を備えている。
【００６１】
　固定部材６３は、リング形状の例えば雌ネジであって、中央貫通孔の内径よりも大径な
径寸法の通気口を備えている。
【００６２】
　第１弁部材６４は、予め定めた厚み寸法で予め定めた弾性力を有するＬ字形状の弾性部
材であって、支持部６４ａ、当接部６４ｂ、及び貫通孔６４ｃを備えて構成されている。
　
　支持部６４ａは、連通孔６１ｈ２の取付部６１ａに例えば接着によって一体に固定され
ている。この固定状態において、当接部６４ｂは、逃がし凹部６１ｂの底面に弾性力によ
って密着配置されるように構成されている。貫通孔６４ｃは、連通孔６１ｈ２と収納空間
２３Ｓとを連通する。
【００６３】
　第２弁部材６５は、予め定めた厚み寸法で予め定めた弾性力を有する板状の弾性部材で
ある。第２弁部材６５は、第１弁部材６４に一端部側が固定支持され、弾性力によって貫
通孔６４ｃを閉塞する。
【００６４】
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　ここで、弁部材６４、６５の作用を説明する。　
　内視鏡外部の圧力と内視鏡内部の圧力とが同圧、或いは、該内部と該外部とが予め定め
た圧力差内である場合、図７の（Ａ）に示すように第１弁部材６４は、連通孔６１ｈ２の
外部開口側の開口を閉塞する。一方、第２弁部材６５は第１弁部材６４の貫通孔６４ｃを
閉塞した状態になる。
【００６５】
　一方、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力より予め設定された圧力より高くなった場
合、図７の（Ｂ）に示すように第１弁部材６４は、第２弁部材６５が第１弁部材６４の貫
通孔６４ｃを閉塞した状態で、支持部６４ａを支点に弾性力に抗して多孔質膜６２側に押
し曲げられて当接部６４ｂが逃がし凹部６１ｂの底面から離間されて、連通孔６１ｈ２の
外部開口側の開口が開放される。
【００６６】
　また、内視鏡外部の圧力が内視鏡内部の圧力より予め設定された圧力より高くなった場
合、図７の（Ｃ）に示すように第１弁部材６４は、弾性力によって底面に密着配置されて
連通孔６１ｈ２の外部開口側の開口を閉塞し続ける一方、第２弁部材６５は、固定支持子
部を支点に弾性力に抗して内視鏡内部側に押し曲げられて、貫通孔６４ｃが開放される。
【００６７】
　この結果、確実に液体が内視鏡内部空間に浸入することを常時防止した上で、上述した
実施形態と同様な作用効果を得ることができる。
【００６８】
　なお、上述した実施形態においては、多孔質膜６２及び弁部材６４、６５を設けて通気
口金２０Ａを構成するとしている。しかし、多孔質膜６２だけを設けて通気口金を構成す
る、或いは、多孔質膜６２を不要にして弁部材６４、６５だけを設けて通気口金を構成す
るようにしてもよい。
【００６９】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【符号の説明】
【００７０】
１…内視鏡装置　２…内視鏡　３…カメラコントロールユニット　４…挿入部　５…操作
部
５ａ…把持部　６…ユニバーサルケーブル　６…ユニバーサルケーブル　７…先端部
８…湾曲部　９…可撓管部　１１…湾曲操作部　１１ａ…上下操作ノブ　
１１ｂ…左右操作ノブ　１２…スイッチ　１３…送気送水ボタン　１４…吸引ボタン
１５…処置具挿入口　１６…内視鏡コネクタ　１６ｈ…取付孔　１７…信号伝達ケーブル
１８…電気コネクタ　２０、２０Ａ…通気口金　２１…口金本体　２１ａ…先端部
２１ｂ…固定部　２１ｃ…エアー口金取付部　２１ｄ…本体下段部　２１ｆ…周状凹部
２１ｈ…段付貫通孔　２１ｕ…本体上段部　２２…回転リング　２２ｇ１…カム溝
２２ｇ２…周溝　２２ｈ…貫通孔　２３…摺動部材　２３Ｓ…収納空間　
２３ｆ…フランジ部　２３ｇ…周溝　２３ｈ…連通孔　２３ｓ…側孔　２４…弁体
２４Ｓ１…第１空間　２４Ｓ２…第２空間　２４ｆ…ネジ穴　２４ｇ…周溝　
２４ｈ１…第１通気孔　２４ｈ２、２４ｈ３…第２通気孔　２５…軸体　２５ｂ…周状凸
部
２５ｆ…フランジ部　２５ｇ…周溝　２５ｍ…雄ネジ部　２６…第１弁部材　
２７…第２弁部材　２８…押圧リング　２９…保持部材　２９ｆ…雌ネジ部
３０…コイルスプリング　３１…カムピン　３２…締結用雌ネジ　３３…雄ネジ　
４０…弁機構部　４１…パイプ部材　４２…弁部材　４３…Ｏリング　６１…弁体
６１ａ…取付部　６１ｂ…凹部　６１ｈ…段付貫通孔　６１ｈ１…凹部　６１ｈ２…連通
孔
６２…多孔質膜　６３…固定部材　６４…第１弁部材　６４ａ…支持部　６４ｂ…当接部
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６４ｃ…貫通孔　６５…第２弁部材
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